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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】喫煙者が喫煙をすると共に、タバコが人体に対
する害を十分かつ直感的に注意させ、禁煙の手助けや禁
煙の誘導の機能を有する禁煙パイプを提供する。
【解決手段】吸入路３と排出路４を加えた上蓋部分２、
本体部分１、底部分６および喫煙パイプ部分５から構成
する透明体である。そのうち、排出路４は喫煙パイプ部
分５とつなぎ、タバコを吸入路３の口先に取り付けて使
う。本体部分１の中に、吸入路３から排出路４への経路
には一連の微細な穴を備え、微細な穴を並べ、タバコの
害を注意する文字やパターンを作り上げる。タバコの煙
の粘性吸着を利用し、文字やパターンを目立たせるよう
にすることができる。喫煙者が喫煙すると同時に、タバ
コの害を意識させる一方、タールなどの有害物質の吸入
を減らすことができる。
【選択図】図５
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
吸入路と排出路を据え付ける上蓋部分、本体部分、底部分及び喫煙パイプから構成し、組
み立てるようになった透明体で、そのうち、排出路は喫煙パイプとつなぐ、パイプが使わ
れる時、タバコを吸入路の口先に取り付け、本体部分の中に、吸入路から排出路への経路
には一連の微細な穴を備えておき、微細な穴を並べて、タバコの害を注意する文字やパタ
ーンを作り上げるように設けられていることを特徴とする禁煙パイプ。
【請求項２】
請求項１記載の禁煙パイプにおいて、本体部分に、凸レンズ及び人体の肺のイメージ図を
備えることを特徴とする禁煙パイプ。
【請求項３】
請求項１記載の禁煙パイプにおいて、所記の微細な穴が吸入路または排出路に設けられて
いることを特徴とする禁煙パイプ。
【請求項４】
請求項１記載の禁煙パイプにおいて、本体部分の中に、仕切りの層を設置し、微細な穴を
仕切りの層に設けられていることを特徴とする禁煙パイプ。
【請求項５】
請求項１記載の禁煙パイプにおいて、特徴として、本体部分の中に、仕切りの層を設置し
、仕切りの層には凸レンズ及び人体の肺のイメージ図を設けられていることを特徴とする
禁煙パイプ。
【請求項６】
請求項１記載の禁煙パイプにおいて、上蓋部分には凸レンズ及び字人体の肺のイメージ図
を設けられていることを特徴とする禁煙パイプ
【請求項７】
請求項１記載の禁煙パイプにおいて、底部分には凸レンズ及び字人体の肺のイメージ図を
設けられていることを特徴とする禁煙パイプ。
【請求項８】
請求項１記載の禁煙パイプにおいて、所記の微細な穴は、相互に対し、独立的または連結
し、中抜きになり、タバコの害を注意する中抜きの文字やパターンを形成することを特徴
とする禁煙パイプ。
【請求項９】
請求項１記載の禁煙パイプにおいて、所記の微細な穴は直接に成型されることもあれば、
部品同士の隙間からでて構成できることを特徴とする禁煙パイプ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、禁煙パイプに関するものであり、具体的には、禁煙の手助けや禁煙の誘導に
つながる用品である。
【背景技術】
【０００２】
　喫煙は人の健康を害する。通常、パイプが喫煙のために使われ、人々はパイプを使う目
的が喫煙のみであり、喫煙者は喫煙をすると同時に、タバコが人体に対する害を十分に認
識することができない。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　既存のパイプが喫煙の害を十分かつ直感的に注意させることができないのを克服するた
め、本考案は、喫煙者が喫煙をすると共に、タバコが人体に対する害を十分かつ直感的に
注意させ、禁煙の手助けや禁煙の誘導の機能を有する禁煙パイプである。
【課題を解決するための手段】
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【０００４】
　この技術新案の実施例を通じて、一種の禁煙パイプを提案し、パイプの全体は、吸入路
と排出路を据え付ける上蓋部分、本体部分、底部分及び喫煙パイプから構成し、組み立て
られるようになった透明体で、そのうち、排出路は喫煙パイプとつなぎ、パイプが使われ
る時に、タバコを吸入路の口先に取り付け、本体部分の中に、吸入路から排出路への経路
には一連の微細な穴を備え、微細な穴を並べて、タバコの害を注意する文字やパターンを
作り上げるように設けられている。
【０００５】
　本考案の１つの実施例として、本体部分には、凸レンズ及び人体の肺のイメージ図を備
えている。
【０００６】
　本考案の１つの実施例として、所記の微細な穴が吸入路または排出路に設けられている
。
【０００７】
　本考案の１つの実施例として、本体部分の内部には、仕切りの層を設置し、仕切りの層
には所記の微細な穴を設けられている。
【０００８】
　本考案の１つの実施例として、本体部分の内部には、仕切りの層を設置し、仕切りの層
には凸レンズ及び人体の肺のイメージ図を設けられている。
【０００９】
　本考案の１つの実施例として、パイプの上蓋部分には、凸レンズ及び人体の肺のイメー
ジ図を設けられている。
【００１０】
　本考案の１つの実施例として、パイプの底部分には、凸レンズ及び人体の肺のイメージ
図を設けられている。
【００１１】
　本考案の１つの実施例として、所記の微細な穴は、相互に対し、独立的または連結して
、中抜きになり、タバコの害を注意するという中抜きの文字やパターンを形成するように
なっている。
【００１２】
　本考案の１つの実施例として、所記の微細な穴は直接に成型されることもあれば、部品
同士の隙間から構成することもできる。
【００１３】
　タバコの煙は流動体であり、流動体は、それと接触し、相対運動となる固体の表面に粘
着するという特性を有する。水、空気、油などの様々な流動体は、共に粘性があり、流動
体によって粘度の係数が異なるだけである（中国百科全書物理分冊８０７頁、粘性の定義
）。周知のとおり、タバコの煙には大量のタールなどという有害物質が含まれ、本考案を
利用し、１－２本のタバコを吸ってから、パイプの本体部分の内側の壁には黒褐色のター
ルの斑点が付着し、本体部分に設けられてある凸レンズを通して、喫煙者はこの現象をは
っきり見ることができる。本体部分に肺のイメージ図が設けられていることによって、喫
煙者にタバコにある有害成分が自分の肺に付着し、淀んでいることを喚起させることによ
って、タバコは人体に害があることを注意させる。
【００１４】
　また、パイプの内部に、吸入路や排出路やまたは仕切りの層には一連の微細な穴を備え
、タバコの煙がこのような微細な穴を通る時に、煙の速度が変わり、付着の粘度が強まり
、タールの集結現象が更に目立つことになる、喫煙者は、タバコが人体を害することを更
に意識させられる。特に、一連の微細な穴を並ばれ、タバコが人体を害するという文字や
パターンに形成させることによってタバコの煙が文字やパターンをタールの黒褐色に染め
つける。タバコは人体に害があるという警告する効果を著しく直感させる。
【考案の効果】
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【００１５】
　上記の技術方案により、本考案は、物理的な方法を通じて、人体が吸入するタールなど
の有害物質を減らすことができる、また、視覚的かつ心理的に喫煙者がタバコは人体に害
があるという警告を受け、喫煙者には喫煙をすると共に、禁煙の手助けや禁煙の誘導の機
能も有する。
【００１６】
　本考案は、喫煙をすると共に、タバコは人体に害があることを喫煙者に直感的に意識さ
せ、禁煙の手助けや禁煙の誘導の機能を有する。
【００１７】
　微細な穴付きの組立式禁煙パイプは、各部品が無毒の透明なプラスチックから作られ、
組み立てられる。分解すれば、タバコの空き箱に収められ、とても携帯便利である。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本考案の第１の実施例の全体構造のイメージ図である。
【図２】本考案の第２の実施例の全体構造のイメージ図である。
【図３】本考案の第３の実施例の全体構造のイメージ図である。
【図４】本考案の第４の実施例の全体構造のイメージ図である。
【図５】本考案の第５の実施例の全体構造のイメージ図である。
【図６】本考案の第６の実施例の全体構造のイメージ図である。
【図７】本考案の第７の実施例の全体構造のイメージ図である。
【考案を実施するための形態】
【００１９】
　続いて、添付した図面１から図７を参考しつつ、本考案を具体化した実施例を詳しく説
明する。
【００２０】
　図１に示すように、微細な穴付きの組立式の禁煙パイプは、本体部分１、上蓋部分２、
吸入路３、排出路４、喫煙パイプ部分５、底部分６、凸レンズ７、と人体の肺のイメージ
図８から構成なり、微細な穴付きの組立式の禁煙パイプは、無毒の透明な材料、例えば無
毒の透明なプラスチックから作られる。上蓋部分２、吸入路３、排出路４を一体になるよ
うに設計し、射出成型機を利用して一次成型することによって得ることができる。凸レン
ズ７、人体の肺のイメージ図８は、互いに向かい合って、本体部分１の両対面において備
えられ、凸レンズ７や人体の肺のイメージ図８を備える本体部分１が射出成型機を利用し
て一次成型することによって得ることができる。パイプを使う時に、タバコを吸入路３の
口先に取り付け、喫煙者が喫煙パイプ部分５を銜えて喫煙し、タバコの煙は吸入路３から
本体部分１に入り、排出路４と喫煙パイプ部分５を経由し人体に入る。タバコの煙には大
量のタールなどの有害物質が含まれ、本考案を利用して、１－２本のタバコを吸ってから
、透明な本体部分１の内側の壁には黒褐色のタールの斑点が付着し、本体部分に備えられ
る凸レンズ７の拡大の機能を利用し、喫煙者はこの現象をはっきり見ることができ、また
、本体部分に肺のイメージ図が設けられているから、喫煙者にタバコの有害成分が自分の
肺に付着し、淀んでいることを喚起させることにより、従って、タバコが人体を害するこ
とを注意するという警告の機能を果たす。
【００２１】
　図２によって示される実施例では、吸入路３に一連の微細な穴を設け、タバコの煙が微
細な穴を通す時に、煙の速度が変わり、付着の粘度が強まり、タールの集結の現象が更に
目立つことになり、喫煙者は、タバコが人体を害することを更に意識することができる。
特に、一連の微細な穴を、タバコが人体を害するという文字やパターンになるように並べ
れば、タバコの煙が文字やパターンをタールの黒褐色に染めつける。タバコが人体を害す
るという警告効果を更に感じさせることができる。物理的な方法を通じて、人体が吸入す
るタールなどの有害物質を減らし、一方で、視覚や心理からも喫煙者にタバコが人体を害
することを注意させ、喫煙者が喫煙をすると同時に、禁煙の手助けや禁煙の誘導の機能に
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【００２２】
　図３に示される実施例では、吸入路３に設置した一連の微細な穴を排出路４に設置しな
おすだけ、詳しい説明をここで省略する。
【００２３】
　図４のとおり、微細な穴付きの組立式のパイプは、本体部分１、上蓋部分２、吸入路３
、排出路４、喫煙パイプ部分５、底部分６、凸レンズ７、人体の肺のイメージ図８から構
成され、本体部分１には仕切りの層９をさらに設ける。仕切りの層９は、吸入路３と平行
させるように設置され、仕切りの層の四辺が本体部分１とぴったりくっつける。仕切りの
層９に備えられる微細な穴は吸入路３から排出路４に流れ行くタバコの煙の必ず経由する
通路となり、これらの微細な穴を、タバコが人体を害することという喫煙者に注意させる
文字やパターンに並べられるようになる。パイプを使う時に、タバコを吸入路３の口先に
取り付け、喫煙者が喫煙パイプ部分５をくわえて喫煙し、タバコの煙は吸入路３から本体
部分１に入り、仕切りの層９に備えられる微細な穴を通って、排出路４と喫煙パイプ部分
５を経由して人体に入る。喫煙者は喫煙をする同時に、タバコの煙には大量のタールなど
の有害物質が透明な本体部分の中に付着し、淀んでいること現象、また、仕切りの層９に
設けられてある警告文字や警告イメージ図をはっきり見ることができる、喫煙者は視覚上
でタバコが人体を害していることを十分に意識する、禁煙パイプは禁煙の手助けや禁煙の
誘導の機能を果たすようになる。
【００２４】
　図５に示される実施例では、本体部分１に設置した凸レンズ７、人体の肺のイメージ図
８を本体部分の中に設置した仕切りの層９に設置しなおす、同じく注意効果を果たせるた
め、詳しい説明を省略する。
【００２５】
　特に、この実施新案は、類似な実施例を多数に有し、例えば、本体に内部に、仕切りの
層を、吸入路３と平行または垂直になるように設置することができる。本体部分は六面体
ではなく、円柱または角錐に設計することもできる。底部分は、本体部分とを一体になる
ように設計することもできる。
【００２６】
　上記の具体的な実施例を通じて、本考案を詳しく説明したにもかかわらず、この領域の
技術者が理解した上で、本考案の技術案に対して、各種の修正や改善及び同等の変更をす
ることができる。図６に示される実施例は、設計変更による同等の代替例である。図６の
示す実施例では、吸入路３に備えられる一連の微細な穴を連結させ、タバコが人体を害す
ることという注意警告を中抜きの文字やパターンになるように形成させる。この方法も、
同じ警告効果を有する。また、パイプの中に設けられてある一連の微細な穴は、直接に成
型されることもあれば、部品同士の隙間から構成することもある。下記のとおり、仕切り
の層に一連の微細な穴を備える実施例について、図７を参考し説明する。図７に示すよう
に、仕切りの層９を吸入路３と垂直に交わせるように本体部分１の中に設置するし、吸入
路３が仕切りの層９を貫通し、仕切りの層の四辺が本体部分１とぴったりくっつけるよう
にする、仕切りの層９と箱部分１の接触する面に一連の微細な凹んだ槽を備えた以外仕切
りの層９にはタバコの煙を通すことのできる他の通路を備えず、この一連の微細な凹んだ
槽は吸入路３から排出路４へ流れ行くタバコの煙が必ず通る通路となり、タバコの煙が微
細な槽を通す時に、煙の速度が変わり、付着の粘度が強まり、タールの集結の現象が更に
著しく目立つ。この一連の微細な凹んだ槽を備える目的とその役割は、パイプの内部に一
連の微細な穴を設けられることと完全に同じである。
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